




































要約  :多胎妊娠を予防し且つ高い妊娠率を得るためには、in vivo により近い発生能を

有する胚を少数移植することが望ましく、これをうるため培養法の改善か求められる。今

回、われわれは初期胚培養法として数種の体細胞を用いた胚の共培養を試み、より高い胚

発生効率か得られるか、また、その後の着床現象にいかなる効呆をもたらすかについて動

物実験モデルを用いた検討を行った。胚はマウス前核期胚を用い、ウサギ卵管上皮細胞、

同子宮内膜上皮細胞、ヒト皮膚線維肉腫細胞樹立株、同脂肪肉腫細胞樹立株、マウス腹腔

マクロファージ、モルモット腹腔マクロファージとの共培養を試みた。胚培養に 0.3%BSA 加

BWW を用い、基本培養条件は 37.0℃、5%CO2 in air とした。腹腔マクロファージはマウ

ス、モルモットの種にかかわらず control に比し Day 5 の胚盤胞率が有意に高値を示した

が、その他の共培養系では contro1 と同程度、或いはそれ以下であった。しかしモルモッ

ト腹腔マクロファージの条件付け培地では、逆に胚発育は抑制された。また、子宮腔内移

植によって共培養の着床率に及ほす効果を検討したが、有意な差は認められなかった。し

たがって現在のところマクロファージとの共培養は胚発育においてはその形態的改善をも

たらすが、個体としての発生能を向上させるまでには至らず、今後の課題として共培養条

件の詳細な検討や、胚発育促進因子の解析などか必要であると考えられた。


